






































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は④
令和3年6月に策定された森林・林業基本計画では、主伐期を迎えた人工林について「主伐
・再造林による循環利用」を基本とし、木材利用と森林再生を推進している。非皆伐施業
の一律推進を主軸とするものではないため不適切である。

●問題Ⅲ-2
正解は⑤
国税として個人住民税に上乗せして1人年額1,000円が課税されるのは「森林環境税」であ
る。森林環境税を財源として市町村等に按分・譲与されるものが「森林環境譲与税」であ
り、森林環境譲与税を賦課徴収するわけではない。

●問題Ⅲ-3
正解は④
定期平均成長量は、ある一定期間（m年間）の成長量（定期成長量）をその期間年数（m
年）で割った値（(Yn+m−Yn)/m）である。ある年までの1齢級当たりの平均成長量とする記
述は誤りである。

●問題Ⅲ-4
正解は③
形状比は、樹高（H）を胸高直径（D）で割った値（H/D比）である。胸高直径を樹高で割
った値とする記述は逆であり誤りである。

●問題Ⅲ-5
正解は②
間伐は、林冠の鬱閉に伴う林木相互の競争を緩和し、主に残存木の「肥大成長（直径成
長）」の促進や形質向上、健全性の維持を図る作業である。樹高成長は間伐による影響を
ほとんど受けないため不適切である。

●問題Ⅲ-6
正解は①
親木の遺伝的形質をそのまま受け継ぎ、形質の揃った均一な林分を育成するのに有効なの
は、挿し木や組織培養等のクローン増殖を行う「無性繁殖法」である。有性繁殖法とする
記述は誤りである。

●問題Ⅲ-7
正解は②
レーザー測高器や超音波測高器は離れた場所から測角・測距して樹高を計算する間接測定
法である。レーザー測高器を直接測定法に分類している記述は不適切である。

●問題Ⅲ-8
正解は⑤
グライ層（G層）は、地下水等の停滞による還元状態下で鉄化合物が2価の鉄に還元されて
青灰色〜灰白色を呈する層である。鉄やアルミニウムの遊離酸化物や腐植が溶脱・集積し
た層はポドゾルなどのB層（集積層）の説明であり誤りである。

●問題Ⅲ-9
正解は④
森林土壌に移行した放射性セシウムは、土壌鉱物（粘土鉱物）や腐植に強く吸着・固定さ
れるため、その大部分は依然として「土壌の表層5cm以内」にとどまっている。5cmより深
い層に浸透しているとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-10
正解は⑤
令和3年10月に改訂された地球温暖化対策計画において、2030年度の削減目標は2013年度
比「46%削減」を目指し、さらに「50%の高み」に向けて挑戦を続けることと設定されてい



る。36%や40%とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-11
正解は④
若齢段階は、樹木の樹冠が鬱閉して林内が最も暗くなり、下層植生が著しく衰退する段階
である。上層木の樹冠に隙間ができて低木層が発達し始めるのは成熟段階以降であるため
不適切である。

●問題Ⅲ-12
正解は②
植物の蒸散は主に気孔を通じて行われるが、気孔が閉じている夜間や乾燥時であっても、
葉の表皮を覆うクチクラ層を通してわずかな蒸散（クチクラ蒸散）が行われている。蒸散
は行われないとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-13
正解は③
日本の「SGEC認証」は、2016年に国際的な「PEFC認証」との相互承認を既に達成・実現し
ている。相互承認の実現が待たれているとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-14
正解は①
シカなどの一夫多妻型の野生動物において個体数を効果的・効率的に減少・抑制させるた
めには、繁殖を担う「メス」を主体として捕獲することが不可欠である。オスを主体とす
る記述は誤りである。

●問題Ⅲ-15
正解は②
全国の森林面積に占める保安林の割合は「約5割（約1,200万ha）」であり、約75%とする
記述は過大である。また、水源かん養保安林と土砂流出防備保安林の2種類で全保安林面
積の「約9割」を占めている。

●問題Ⅲ-16
正解は⑤
ホートン地表流（浸透能超過型地表流）は、地表面に与えられる「降雨強度が土壌の浸透
強度（浸透能）を上回ったとき」にのみ発生する。関係なく発生するとする記述は誤りで
ある。

●問題Ⅲ-17
正解は④
重力式治山ダムの下流のり勾配は、越流する石礫や流木による摩耗・衝撃を緩和し堤体の
安定を保つため、直（垂直）ではなく「2分または3分勾配（1:0.2〜0.3）」とするのが標
準的である。必ず直とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-18
正解は③
地下水や浸透水を速やかに排除して斜面崩壊を防止する工種は「暗渠工（地下水排除工）
」である。埋設工という名称および定義は不適切である。

●問題Ⅲ-19
正解は⑤
土石流は水と土砂・石礫が一体となって渓流を極めて高速（秒速数m〜十数m以上）で長距
離流下する現象である。地すべりに比べて流下距離が短く速度が遅いとする記述は事実と
正反対で誤りである。

●問題Ⅲ-20
正解は①
暗渠工は地下水や浸透水を排除して斜面の安定化を図る「山腹基礎工」に分類される工種
であり、緑化基礎工には含まれない。



●問題Ⅲ-21
正解は①
渓流の横断面の地形を測定して横断面図を作成するのは「横断測量」である。平面測量の
説明とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-22
正解は②
林道規程において、自動車道3級の設計速度は「20km/hまたは15km/h」（森林施業用は
15km/hまたは10km/h）と規定されている。30km/hとする記述は自動車道1級の規格であり
誤りである。

●問題Ⅲ-23
正解は④
盛土内に根株や枝条残材等の有機物を混入・埋設すると、将来の腐朽に伴って空洞が生
じ、盛土の沈下や路体崩壊の原因となるため、盛土路体内に埋設してはならない。

●問題Ⅲ-24
正解は③
林道の側溝は、路面水や山側のり面・斜面から「線状・帯状に連続して」流入する地表水
を排除する施設である。局所的に流入する湧水等を排除するのは集水桝や横断排水溝等の
機能であり、側溝の定義として不適切である。

●問題Ⅲ-25
正解は①
伐採地において造材（玉切り）を行い、短幹丸太の状態で集材するシステムは「短幹方式
（CTL：cut-to-lengthシステム）」である。全幹方式とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-26
正解は②
労働安全衛生規則に基づき義務付けられている下肢の切創防止用保護具には、防護ズボン
だけでなく「防護チャップス（安全基準に適合するもの）」の着用も正式に認められてい
る。用いてはならないとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-27
正解は④
左右の履帯の速度差を利用して旋回するのは装軌式（クローラ式）のスキッドステアリン
グ方式である。アーティキュレート式は車体の前部と後部を中央の屈折軸で油圧屈折させ
て旋回する方式である。

●問題Ⅲ-28
正解は①
林業架線の主索の原索中央垂下比とは、無負荷時の主索中央の垂下量の「支間水平距離」
に対する割合である。支間斜距離に対する割合とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-29
正解は④
シリカ（二酸化ケイ素）が多量に含まれ刃物の著しい摩耗原因となるのは、熱帯産の広葉
樹材（フタバガキ科のメルランチ等）に多く見られる特徴であり、温帯産の木材に多く存
在するわけではない。

●問題Ⅲ-30
正解は④
刃物の切削方向（周速方向）と工作物の送り方向が向き合う（対向する）切削形態は「上
向き切削（アップカット）」であり、一致する形態は「下向き切削（ダウンカット）」で
ある。説明が逆である。

●問題Ⅲ-31



正解は②
乾燥初期には表層が先に乾燥して収縮しようとするが、未収縮の内層部に拘束されるた
め、表層には「引張応力」が生じ、内層部には「圧縮応力」が生じる。応力の関係が逆で
あり誤りである。

●問題Ⅲ-32
正解は④
木材腐朽菌が生育・活動するためには自由水が不可欠であり、腐朽は含水率が繊維飽和点
（約28〜30%）以上の湿潤状態で発生する。繊維飽和点以下で発生しやすいとする記述は
誤りである。

●問題Ⅲ-33
正解は②
木質I型梁は、上下のフランジ（製材やLVL等）と中間のウェブ（合板やOSB等の面材料）
から構成される断面が「I字形」の梁であり、梯子梁に面材料を貼ったものではない。

●問題Ⅲ-34
正解は④
完全乾燥木材の元素組成は樹種によらず極めて一定であり、炭素約50%、酸素約44%、水素
約6%であって、針葉樹と広葉樹で水素や酸素の割合が大きく異なることはない。

●問題Ⅲ-35
正解は①
黒炭は炭化温度が比較的低く揮発分が残存し多孔質であるため、着火しやすく化学的反応
性に富む。白炭は1,000℃程度の高温で精錬され炭素純度が高く結晶化が進んでいるた
め、黒炭よりも反応性は低い。白炭の方が反応性に富むとする記述は誤りである。


